◎周術期における薬学的介入に関する調査です。ご協力お願い致します。
施設名：
A-1.病床数は？　
□1～99床　□100～299床　300～499床　□500床以上
A-2.開設主体・病院種別は？ 

□国公私立大学病院　□その他の公立病院（自治体等）　□一般病院　□診療所

A-3.病棟薬剤業務実施加算（1または2のいずれか）の算定状況は？（令和3年6月末日時点） 

□既に算定している

□算定することが決定し、準備中である

□今後算定を予定している

□過去に算定していたが、現在は算定していない

□現在のところ算定する予定はない

A-4.算定対象患者のうち、薬剤管理指導料の算定割合は？（令和3年6月末日時点） 

□届け出ていない

□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91%以上

A-5.　算定対象患者のうち、退院時薬剤情報管理指導料の算定割合は？（令和3年6月末日時点） 

□算定していない

□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91%以上

A-6a.全身麻酔での手術件数は？（令和3年6月1ヵ月間） 

□なし　□1～50件　□51～200件　□201～500件　□501件以上

A-6b.局所麻酔での手術件数は？（令和3年6月1ヵ月間） 

□なし　□1～50件　□51～200件　□201～500件　□501件以上

A-7.手術室における薬剤師の常駐状況は？→[時間]×[人数]／日の合計でご回答ください。　 

□0　□0.1～5未満　□5以上8未満　□8以上12未満　
□12以上16未満　□16以上

A-8.術前の外来段階における薬剤師の常駐状況は？→[時間]×[人数]／日の合計でご回答ください。　 

□0　□0.1～5未満　□5以上8未満　□8以上12未満　
□12以上16未満　□16以上
B-1. 薬剤師による術前薬学的管理（アレルギー、使用薬の休止や継続、既往歴等）の評価の実施率は？（入院前と入院後の管理いずれも含む） 

□実施していない

□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91％以上

B-2. 薬剤師による術前薬学的管理（アレルギー、使用薬の休止や継続、既往歴等の評価）のうち外来での実施率は？ 

□実施していない

□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91％以上

B-3.術前に使用薬等の休止や継続を確認している場合、その薬の種類(薬効群)は？
 (複数回答可) 

□実施していない

□抗血栓薬
□女性ホルモン薬　
□SERM
□ビグアナイド薬　
□SGLT2阻害薬
□創傷治癒に影響する薬　
□ワクチン
□サプリメント　
□その他:

B-4.術前にリスク評価や処方設計をしている薬の種類（薬効群）は？(複数回答可) 

□実施していない

□アレルギーがある場合の代替薬
□抗菌薬

□静脈血栓塞栓症予防薬
□ステロイド

□制吐薬
□せん妄リスクのある薬

□鎮痛薬
□ビグアナイド薬

□麻薬
□その他:
C-1.下記の項目の実施者は？

C-1-1） 麻薬の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□その他:

C-1-2）筋弛緩薬の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□その他:

C-1-3）向精神薬の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□その他:

C-1-4）習慣性医薬品の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□その他:

C-1-5）院内製剤の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□その他:
C-1-6）特定生物由来製品の管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□輸血部　□その他:

C-1-7）麻酔薬（液・ガス）管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□その他:

C-1-8） 劇物管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□その他:

C-1-9） 消毒薬管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□その他:

C-1-10） 注射ルート管理（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□その他:

C-1-11） 薬剤のミキシングやシリンジ充填（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□その他:

C-1-12） 麻酔記録の事後監査や使用薬の確認照合（複数回答可）　　 

□薬剤師　□医師　□看護師　□臨床工学技士　□医事課等事務職員　□その他:

C-2. 緊急時の対応のうち，薬剤師が薬剤準備やマニュアル作成に関与しているものは？
（複数回答可） 

□関与していない

□悪性高熱症　□アナフィラキシーショック　□局所麻酔中毒　
□災害　□シバリング　□心肺停止　□大量出血　□その他:
D-1.薬剤師による術後薬学的管理の実施率は？（薬剤師の配属場所やチーム医療の有無を問いません） 

□実施していない

□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91％以上

D-2.術後薬学的管理としてリスク評価や処方設計をしている薬は？（複数回答可） 

□実施していない

□経腸栄養剤
□血糖管理に使用する薬

□降圧薬
□抗菌薬

□抗不整脈薬
□術前休止薬（再開検討）

□静脈血栓塞栓症予防薬
□腎毒性のある薬

□ストレス潰瘍予防薬
□制吐薬

□せん妄リスクのある薬やせん妄治療薬
□電解質補正に使用する薬

□鎮痛薬
□排尿・排便管理に関する薬

□その他:
E-1.　入院時に情報連携として参考にする術前外来等の記録は？（複数選択可） 

□情報連携していない

□麻酔科医の記録
□主治医の記録

□薬剤師の記録
□看護師の記録

□その他:

E-2. 病棟と手術室の情報共有の方法は？（手術室薬剤師の有無を考慮してお答えください） 

□手術室薬剤師不在：病棟と手術室との情報共有はしていない

□手術室薬剤師不在：病棟薬剤師が手術室と連携し、情報共有をしている

□手術室薬剤師不在：病棟薬剤師が病棟看護師と手術室看護師の記録を確認し情報共有
をしている

□手術室薬剤師在室：病棟薬剤師が手術室薬剤師と必要時連携し、情報共有をしている

□手術室薬剤師在室：病棟薬剤師と手術室薬剤師の連携はなく、情報共有をしていない

E-3.手術部門への医薬品情報の主な伝達者は？ 

□手術室薬剤師
□病棟薬剤師

□調剤室薬剤師
□医薬品情報管理室

□製薬企業MRに依頼（WEBを含む）
□その他:
（周術期管理を主に担当している薬剤師にお聞きします）

F-1. 日本病院薬剤師会平成28年度学術第3小委員会作成の「根拠に基づいた周術期患者への薬学的管理ならびに手術室における薬剤師業務のチェックリスト」について 

□存在を知らない


□存在を知っているが内容を知らない

□内容を知っているが参考にしていない


□参考にして業務に生かしている

F-2.日本麻酔科学会の周術期管理チーム薬剤師について 

□認定制度を知らない

□認定制度を知っているが、取得していない

□認定制度を知っており、取得に向け準備中である

□取得している

□過去に取得していたが更新していない

□その他:

F-3.周術期業務にあたり参考にしている書籍などについて 

□なし

□日本病院薬剤師会監修「周術期の薬学管理」

□日本麻酔科学会編「周術期管理チームテキスト」

□日本手術医学会発行「手術医療の実践ガイドライン」

□POPS研究会編集「術後痛サービスマニュアル」

□その他:
G.自由に記載ください。
